
 

山梨県が「レベル１」に 

～新しい生活様式の徹底は継続 
去る６月１８日、県教委から山梨県の新型コロ

ナウィルスの感染レベルが「２」から「１」へと
引き下げられたと通知が。これまで、生徒の安全
な学校生のため様々な対策を講じてまいりまし
たが、それらのうちで次の点について変更をいた
しました。 
・文部科学省衛生管理マニュアルによると、身体
的距離の確保は、これまでの「レベル２」では
最低１ｍの間隔を取るとされていたため、最大
４０名が在籍している３年生では特別教室を
使って授業をしてき
ました。しかし、変
更になった「レベル
１」では、教室にお
いて１ｍを目安に学
級内で最大限の間隔
を取ること、とある
ことから、ここで、
ようやく教室に戻すことができることになり
ます。様々な教育活動に積極的に取り組むこと
ができそうです。 

・感染リスクの高い教科活動 
 音楽の歌唱、理科の実験、話し合い活動などは、 
唾液等の飛散がある可能性があることから、こ 
れまで行っていませんでした。今後は、マスク 
着用を徹底したり、フェイスシールドなどを活 
用したりして、距離を取るなど、感染には十分 
に気を付けながら実施することとします。 

・部活動 
 活動前の体調点検、着替え時の３密回避、身体 
的接触のある活動の禁止、活動後の消毒などに 
配慮しつつ活動しています。県教委が作成した
「やまなし運動部活動再開ガイドライン」（文
化部もあり）等を踏まえ、段階的に活動時間や
範囲を広げていきます。ちなみに附属中では、
６月２７日～７月３日までを第４ステージ（内
容；通常練習、範囲；近隣の学校）、７月４日
以降を第５ステージ（範囲；県内に拡大）とし
て設定しています。＊すでに第１～３ステージ
の段階はクリアしています。 

 

薄井様、小池様などの皆様から衛生関係
物品が寄贈されました 
 歯科医院を営まれている薄井様から、衛生関
係物品が寄贈されました。誠にありがとうござ
いました。（マスク、除菌ウェ
ットティッシュ、次亜塩素酸除
菌スプレー、次亜塩素酸除菌水、
手指消毒用アルコール、アルコ
ール用ポンプ、足踏み用ポンプ） 
 

 

甲府スポーツ小池様からもマスク
の寄贈いただきました。 
これら以外にもマスクをご寄贈い

ただいたＫ様、フェイスシールドを
ご寄贈くださったＯ様など、多くの
方々のご芳志をいただき、本当に助
かっております。この場をお借りして御礼申し
上げます。  
 

ＰＴＡ新執行部の陣容が固まる 
～黒澤会長の下、一致団結～ 
過日、６月２３日（火）ＰＴＡ執行部が集合

し、各学年、学級のＰＴＡ役員を決めることが
できました。新執行部の見事な結束力により、
速やかな役員人事ができました。衷心より感謝
申し上げます。 
なお、新ＰＴＡ役員の正副会長は次の方々で

す。（前回までの便りで紹介していませんでし
たので掲載します） 

会長  黒澤 新吾 様 
副会長 三浦 公子 様 
副会長 飯島 香  様 
副会長 手塚 泰子 様 

 

生徒・保護者と学校を繋ぐ新しい仕組み 
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の活用へ 

保護者の皆様には過日お知らせしましたが、
本校では、米国 Google社が教育機関向けに提供
している「Ｇスイート」のシステムを導入する
こととしました。これは、これからの教育に必
要な ICT環境を実現することを目的とした仕組
みであり、すでに世界中で何千万人もの学校関
係者が利用しています。県内高校等でも導入し
ています。希望する生徒全員がアカウントを取
得し、家庭などからもアクセス可能とすること
で、連絡を取り合うことだけでなく、遠隔授業
を行ったり、課題のやり取りをしたりすること
ができるようになります。今回のコロナ禍では、
ユーチューブに動画をアップして視聴する形を
とりましたが、再度同じような状況が訪れても
このＧスイートを使い対応が可能になります。 
学校ではすでに Zoom を用いて学年集会をク

ラスごとに視聴したり、生徒会のみなさんがオ
ンラインで自宅にいたまま話し合いをしたりし
ていますが、オンラインであれば国境や県境を
越えた交流も可能ですので、今後は、個人情報
の取扱にも注意しながら、そうした交流を取り
入れた学習にも挑戦していきたいと考えていま
す。 

附中だより 
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